
 

 

 

  

調査票 



 

伊勢市 

市民アンケート 
 

―― あなたの声をお聞かせください ―― 

 

平素は、市政に格別のご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

伊勢市では、市民の皆様の意識や日常生活における活動等を把握し、今後の市政に反映

させていくための基礎資料とすることを目的として、郵送でのアンケートを実施していま

す。 

このアンケートは、市内にお住まいの平成 12 年 4 月 1 日以前にお生まれの方（今年度

16 歳以上となる方）から無作為で 3,500 人を選ばせていただき、ご協力をお願いしていま

す。回答の内容は個人が特定されることのないよう、統計的に取り扱います。 

ご多用とは存じますが、アンケートの趣旨をご理解の上、回答にご協力いただきますよ

う、よろしくお願いします。 

平成 27 年 9 月 伊勢市情報戦略局情報調査室 

 

1. アンケートにはお名前、ご住所を書いていただく必要はありません。 

2. 回答は、封筒の宛先となっているご本人様がお答えください。 

3. 質問へのご回答は、直接アンケート用紙にご記入ください。 

4. 回答いただいたアンケート用紙は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに郵便ポス

トに投函してください。 

5. 平成 27 年 10 月 5 日（月曜日）までに投函をお願いします。 

 

アンケートのお問い合わせ先 

 

伊勢市役所 情報戦略局 情報調査室 情報調査係 

【 電話 】0596-21-5548 【 FAX 】0596-21-5522 

【 e-mail 】 joho-cyousa@city.ise.mie.jp 

 

ご回答にあたって 

mailto:joho-cyousa@city.ise.mie.jp


 

あなた自身のことについてお聞きします。 

問 1 あなたの性別をお答えください。（1 つに○） 

 

問 2 あなたの年代をお答えください。（1 つに○） 

 

問 3 あなたのお住まいの小学校地域をお答えください。（1 つに○） 

 

問 4 お子さんはいらっしゃいますか。（1 つに○） 

 

問 5 問４で２～６（お子さんがいる）に○をつけた方におたずねします。 

   お子さんの就学区分等を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

問 6 あなたは、これまで自治会やまちづくり協議会等の地域の活動に参加したことがありますか。

（１つに○） 

 

 

 

1. 男性                  2. 女性 

1. 10 歳代      2. 20 歳代      3. 30 歳代      4. 40 歳代 

5. 50 歳代      6. 60 歳代      7. 70 歳代      8. 80 歳代以上 

１. 進修      ２. 修道    ３. 有緝    ４.  早修     ５. 中島 

６. 明倫      ７. 厚生     ８. 神社    ９.  大湊     10. 佐八 

11. 宮山      12. 浜郷       13. 四郷     14. 豊浜東   15. 豊浜西 

16. 北浜     17. 東大淀   18. 城田       19. 上野     20. 二見 

21. 今一色   22. 小俣     23. 明野    24. 御薗 

※小学校地域がわからない場合は、町・丁目をお答えください。 

（                                                       ） 

１. いない  ２. １人  ３. ２人  ４.  ３人  ５. ４人 ６．５人以上（   人） 

１. 就学前（未就園児・幼稚園児・保育園児）  ２. 小学生   ３. 中学生   

４.  高校生   ５. 大学生・大学院生     ６．社会人   ７．その他（     ） 

市民自治、国際交流、男女共同参画に関することについてお聞きします。 

1. 参加したことがある                2. 参加したことがない 



 

問 7 あなたは、今後地域の活動に参加していきたいと考えていますか。（１つに○） 

 

問 8 新しい地域自治のしくみ「ふるさと未来づくり」について知っていますか。（１つに○） 

 

問 9 あなたは国際交流（外国人との交流等）について関心はありますか。（１つに○） 

 

問 10 あなたは国際交流を深めるために何をしたいですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

問 11 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どう思いますか。（1 つに〇） 

 

問 12 伊勢市では男女がお互いに思いやる日として、8 月 17 日を「パートナーの日」と決めてい

ますが、このことを知っていますか。（1 つに〇） 

 

問 13 あなたの家庭生活において、男女の地位をどう感じていますか。（1 つに〇） 

 

問 14 日常生活での夫婦の役割分担のうち、乳児・幼児の世話はどうするのがよいとお考えですか。 

1. 考えている               2. どちらかといえば考えている 

3. どちらかといえば考えていない      4. 考えていない 

1. 知っている                        2. 知らない 

1. 関心がある   2. 少し関心がある   3. あまり関心がない   4. 関心がない 

1. 外国語を話せるようにしたい       2. ホームステイの受け入れをしたい 

3. 海外留学をしたい            4. 外国人に日本の言語、文化などを教えたい 

5. 特に考えていない 

6. その他（                                    ） 

1. そう思う（同感する）          2. どちらかといえばそう思う 

3. どちらかといえばそう思わない      4. そう思わない（同感しない） 

1. 知っている               2. 知らない 

1. 男性が優位   2. どちらかといえば男性が優位    3. 平等（違いを感じない）      

4. どちらかといえば女性が優位       5. 女性が優位 

１．主に夫        ２．どちらかといえば夫   ３．夫婦同じ程度 

４．どちらかといえば妻  ５．主に妻         ６．その他（       ) 



 

問 15 あなたの職場で支払われる賃金は、男女平等になっていると感じていますか。（1 つに〇） 

 

問 16 あなたの職場における人事配置や昇進に関して、男女の違いを感じていますか。（1 つに〇） 

 

問 17 あなたは、国際平和デー（９月２１日）という日を知っていますか。（1 つに○） 

 

問 18 あなたは最近、どのような人権問題に関心を持ちましたか。（1 つに○） 

   ※性的少数者…「戸籍どおりの性別に違和感が無く、かつ、異性のみが好きな人」以外の人。一般的には同性 

愛者・両性愛者・性同一性障害の人々など。 

1. 子ども･女性の人権   2.  外国人の人権      3. 犯罪被害者とその家族の人権  

4. 部落差別問題          5. 拉致被害者の人権      6. 災害被災者とその家族の人権          

7. 性的少数者の人権    8. 高齢者・障がい者の人権    9.その他（            ） 

 

問 19 人権を侵害されたと思われることが起こった場合、あなたはどこに相談されますか。 

（1 つに○） 

 

問 20 伊勢市では、「市民の一人ひとりの人権が尊重される社会」の実現をめざしています。あな

たは伊勢市がそのような社会になっていると思いますか。 

1. そう思う   2.  どちらかと言えばそう思う  3.どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない  ５．わからない 

 

 

 

 

1.  男性が優位  2.  どちらかといえば男性が優位  3.  平等（違いを感じない）     

4. どちらかといえば女性が優位     5. 女性が優位      6.  わからない 

1.  男性が優位  2.  どちらかといえば男性が優位  3.  平等（違いを感じない）     

4. どちらかといえば女性が優位     5. 女性が優位      6.  わからない 

人権に関することについてお聞きします。 

1. 知っている   ２．聞いたことはあるが、詳しくはわからない     3. 知らない 

1. 家族、親戚          2. 友だち、同僚、上司         3. 自治会長、民生委員        

4. 法務局、人権擁護委員      5. 公的機関（県・市など）   6. 警察、弁護士          

7. 何もしない                8. その他（         ）  



 

伊勢市では公民館等で生涯学習講座を実施しています。このことについて、お聞きします。 

問 21 市が公民館等で実施している生涯学習講座を知っていますか。 

1. 知っていて受講している           2. 知っているが受講できる日時がない   

3. 知っているが受講したいと思わない    ４．知らない   

 

運動、スポーツ等についてお聞きします。 

問 22  日常生活の中で、意識して運動（スポーツ）を行っていますか。行っている場合はどれくら

いですか。 

1. ほぼ毎日                  2. 週３回以上                  3. 週１回程度    

4.２週間に１回程度              5. 月に１回程度                 6．行っていない   

 

問 23  この１年間に伊勢市内の公共スポーツ施設をどの程度利用しましたか。 

1. 週 1 回以上                  2. 月に 2 回程度                3. 月に 1 回程度   

4. 年数回                         5. 利用していない                   

 

文化振興に関することについて、お聞きします。 

問 24  次の文化芸術の分野のうち、特に関心のある分野はどれですか。（３つまでに○） 

 

問 25 市の文化芸術を発展させるために重要なことは何だと思いますか。（3 つまでに○） 

 

 

 

1. 美術（絵画、彫刻、陶芸、工芸、書、写真 等）     2. 音楽（クラシック、ポップス、ジャズ 等） 

3. 文学（小説、俳句、短歌、詩、随筆 等）        4. 演劇（人形劇、ミュージカル、オペラ等） 

5. ダンス（バレエ、舞踊、コンテンポラリーダンス 等）  6. 伝統芸能（能、狂言、歌舞伎、文楽 等） 

7. その他（                                    ） 

1. 行きたくなるようなイベントの実施 

2. 子どもの文化芸術活動の体験 

3. 伊勢市の歴史、伝統芸能、民話などへの理解 

4. 優れた芸術家の舞台や演奏、作品の鑑賞 

5. 創作活動や、練習・稽古場の充実 

6. 市民ボランティアの育成・活用 

7. 企業の文化芸術活動に対する活発な支援 



 

※生ごみ処理機は、生ごみを乾燥したり堆肥化したりする機器です。伊勢市には生ごみ処理機の購入に対し、補助金を

交付する制度があります。補助額は購入価格の 1/2 で、上限を３万円としています。 
 

問 26 あなたは、生ごみ処理機の購入に対する補助金交付制度についてご存知ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

問 27 あなたの家庭（単身者の場合はご自身）の家計状況について、１０段階で評価してください。

（数字１つに○） 

 

 

 

問 28 生活にお困りになったときには、どちらに相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

問 29 児童虐待
ぎゃくたい

やドメスティック・バイオレンス（配偶者等の暴力）について、相談や通報する

機関を知っていますか。（1 つに○） 

 

問 30 あなたの地域では、災害時に近隣住民同士等で助け合うような体制がありますか。 

（１つに○） 

生ごみ処理機の補助金制度についてお聞きします。 

１．ごみ集積所の案内チラシで制度を知った   

２．配布された案内チラシで制度を知った 

３．その他の方法で制度を知った   ４. 家族友達から知った   5. 制度を知らなかった 

住居、仕事、家計、子どもの学習環境など、生活に困難な状況にある方に対する、自立に向けた支

援を行う制度として、生活困窮者自立支援制度が４月から始まりました。 

生活困窮者自立支援制度に関連してお聞きします。 

1. 家族、親戚        2. 友だち、同僚、上司        3. 近所の住民 

4. 自治会長、民生委員    5. 社会福祉協議会          6. 市役所   

7．その他（    ）       8.  わからない            9. 相談しない 

児童虐待
ぎゃくたい

やドメスティック・バイオレンス（配偶者等の暴力）についてお聞きします。 

1. 知っている               2. 知らない 

防災についてお聞きします。 

1. ある             2. ない         ３.わからない 

ゆとりがある 苦しい 



 

 

問 31 あなたのお住まいの地域は、災害対策や防災体制が充分に整備され、安心して生活できると

感じていますか。（１つに○） 

 

問 32 あなたの家では、災害に備え食料、水など非常持出品や災害時備蓄品をおおよそ何日分準備

していますか。（１つに○） 

 

問 33 お住まいの地区や市の防災訓練等に参加したことがありますか。（1 つに○） 

 

問 34 あなたの家では、家具の地震対策をしていますか。（１つに○） 

（例）転倒防止を行う／寝室などから家具を減らす／ローボード等の背の低い家具に変える等 

 

問 35 あなたの家では、緊急時の連絡方法を決めていますか。（１つに○） 

   （例）家族みんなで避難場所について事前に決めている、家族みんなが NTT の災害用伝言ダイヤル「１７１」

の使い方を知っている、家族みんなが携帯電話会社の災害伝言板を使える 等 

 

問 36 災害時の避難場所を知っていますか。（1 つに○） 

※市では平成 24 年度に避難所の見直しを行いました。見直し後の避難所は平成 25 年 4 月に各戸配布させてい

ただきました「防災マップ(2013 年度保存版)」及び市ホームページで公開しております。 

 

問 37 災害時の避難する先（市指定の避難所、親族、知人宅等）を決めていますか。（１つに○） 

 

 

 

1. 安心できる               2. どちらかといえば安心できる 

3. どちらかといえば不安である       4. 不安である 

1. 1～2 日分    ２．3～6 日分    ３．7 日分以上    ４. していない 

1. 定期的に参加している 2. 参加したことがある 3. 参加したことがない 

1. している                2. していない 

1. 決めている               2. 決めていない 

1. 知っている               2. 知らない 

1. 決めている               2. 決めていない 



 

問 38 災害情報を入手する努力をしていますか。（１つに○） 

   （例）防災みえ.jp のメールサービス、市の防災メールなどに登録している、テレビ、CATV 等から災害情報を

入手するようにしている 等 

 

問 39 日頃、特に不安に感じる犯罪はどれですか。（１つに○） 

 

問 40 伊勢市内で自主的に防犯活動を行っている防犯組織又は個人の方がいることを知っていま

すか。（１つに○） 

 

問 41 あなたは、自主的に防犯活動に携
たずさ

わっていますか。（１つに○） 

 

問 42 あなたは、伊勢市の消防力に満足ですか。（１つに○） 

※消防力とは、施設及び人員、消防職員の職務能力等、消防が責務を果たすために持っている総合的な力で、

火災の予防、警戒及び鎮圧、救急業務、人命救助、災害応急対策等の分野に全般に発揮されます。 

 

問 43 あなたは、伊勢市の救急体制に満足ですか。（１つに○） 

 

 

1. している                2. していない 

防犯についてお聞きします。 

1. 空き巣等    2. 自動車、オートバイ、自転車等の盗難    3. 通り魔 

4. 強制わいせつ・公然わいせつ       5. 振り込め詐欺等の特殊詐欺 

6. 悪質商法    7. その他（            ）    8. ない 

1. 知っている               2. 知らない 

1.自主的に組織を立ち上げて行っている     2.携わっている 

3.必要であると感じている（又は興味はある）が携わっていない 

4.携わっていないし、自主的な防犯活動は必要ないと思う 

消防等についてお聞きします。 

1. 満足である           2. どちらかといえば満足 

3. どちらかといえば不満      4. 不満である        5. わからない 

1. 満足である           2. どちらかといえば満足 

3. どちらかといえば不満      4. 不満である        5. わからない 



 

問 44 あなたは、伊勢市の観光や物産に関する市外への情報発信について、充分だと思いますか。 

（１つに○） 

 

問 45 あなたは、伊勢市の商業について、活気があると感じていますか。（１つに○） 

 

問 46 あなたは、市内の商店・商店街にどの程度出かけますか。（１つに○） 

 

問 47 あなたは、市内の商店・商店街の活性化が必要と考えますか。（１つに○） 

 

問 48 あなたは、消費生活におけるトラブルの相談窓口として、伊勢市が消費生活センターを設置

していることを知っていますか。（１つに○） 

 

問 49 市内で行われる観光に関するイベントについて、特にどのテーマを充実させてほしいと考え

ますか。 

 

 

伊勢市内の商業等についてお聞きします。 

1. 充分だと思う          2. どちらかといえば充分 

3. どちらかといえば充分でない   4. 充分でない        5. わからない 

1. 感じている           2. どちらかといえば感じている 

3. どちらかといえば感じていない  4. 感じていない       5. わからない 

1. 週に 1 回以上          2. 月に数回程度       3. 月に 1 回程度 

4. 半年に 1 回程度         5. ほとんど行かない 

1. 必要である           2. どちらかといえば必要 

3. どちらかといえば必要はない   4. 必要はない        5. わからない 

消費生活についてお聞きします。 

1. 知っている           2. 知らない 

観光についてお聞きします。 

1. 伝統文化・祭      2．花火       3. 食       4. スポーツ     

5．音楽・ダンス            6. その他（             ） 



 

問 50 身近に利用できる公園などはありますか。（1 つに○） 

 

問 51 お住まいの周辺の公園は快適に利用できますか。（１つに○） 

 

問 52 伊勢市内の河川整備は安心できるものと感じますか。（１つに○） 

 

※中心市街地とは、伊勢市駅、宇治山田駅を中心として市街地が連続しているところを言います。北は、百五銀行河崎

支店から伊勢一之木郵便局を結ぶ道路、西は、浦之橋商店街、南は伊勢市役所本庁、東は河崎地区あたりまで一帯を

指します。 
 

問 53 中心市街地にどの程度出かけますか。中心市街地にお住まいの方は、区域内のどこかに 

出かける場合を想定してお答え下さい。（１つに○） 

 

問 54 中心市街地に出かける交通手段として、主に何を利用しますか。中心市街地にお住まいの方 

は、区域内のどこかに出かける場合を想定してお答え下さい。（１つに○） 

 

問 55 中心市街地に出かける目的は、主に何ですか。（３つまでに○） 

公園についてお聞きします。 

1. ある                2. ない 

1. 大いに思う          2. 少し思う        ３．どちらともいえない 

4. あまり思わない        5. 思わない 

伊勢市内の河川についてお聞きします。 

1. 安心できる           2. どちらかといえば安心 

3. どちらかといえば不安      4. 不安である        5. わからない 

伊勢市の中心市街地についてお聞きします。 

1. 週に 1 回以上          2. 月に数回程度       3. 月に 1 回程度 

4. 半年に 1 回程度         5. ほとんど又は全く行かない 

1. 車        2. 自転車       3. バイク       4. 鉄道   

5. バス       6. タクシー      7. 徒歩 

1. 買い物    2. 飲食     3. 仕事、学校     4. 娯楽   

5. 病院     6. 散歩     7. 外宮への参拝    8. 駅から鉄道に乗るため 

9.  その他（                                    ） 



 

問 56 中心市街地が活性化するために必要であると考えられる施設は何ですか。（１つに○） 

 

問 57 市役所からの情報を、何から得ていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

問 58 広報いせやホームページの情報はわかりやすいですか。（１つに○） 

 

問 59 あなたにとって、今の伊勢市は暮らしやすいですか。（１つに○） 

 

問 60 あなたにとって、今の伊勢市は子育てしやすいですか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．商業施設       ２．観光施設     ３．医療施設     ４．福祉施設    

５．居住施設       ６．公共施設     ７．娯楽施設 

伊勢市の広報活動についてお聞きします。 

1. 広報いせ            2. インターネット（ホームページ）    

3. ケーブルテレビ         4. 新聞           5. 特になし 

6. その他（                                    ） 

1. わかりやすい          2. どちらかといえばわかりやすい 

3. どちらかといえばわかりにくい  4. わかりにくい   ５．どちらともいえない 

伊勢市の住みやすさについてお聞きします。 

１．暮らしやすい   ２．どちらかといえば暮らしやすい  ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば暮らしにくい   ５．暮らしにくい 

１．子育てしやすい  ２．どちらかといえば子育てしやすい ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば子育てしにくい  ５．子育てしにくい 



 

問 61 伊勢市が今後、特に力を入れて取り組むべき施策はどれだと考えますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

  ―― アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 ―― 
その他、市政に対するご意見等がございましたら、今後の参考とさせていただきますので以下の欄

に記入してください。 

 

伊勢市の取組み全体についてお聞きします。 

1. 地域コミュニティ活動の推進や市民活動の支援、地域福祉の充実に関する施策 

2. 人権尊重に関する施策 

3. 国際交流に関する施策 

4. 男女共同参画に関する施策 

5. 学校教育や青少年の健全育成のための施策 

6. 市民が学習する機会や環境の充実 

7. スポーツ振興に関する施策 

8. 文化芸術の振興、歴史文化の継承、文化財の保存、伊勢市らしい景観形成に関する施策 

9. 環境保全やごみの減量に関する施策 

10. 医療の充実、健康づくり、感染症予防等に関する施策 

11. 子育て支援に関する施策 

12. 高齢者支援に関する施策 

13. 障がい者支援に関する施策 

14. 防災対策の強化 

15. 防犯対策の強化 

16. 消防・救急の充実を図る施策 

17. 農林水産業の振興に関する施策 

18. 商工業の振興や企業誘致に関する施策 

19. 観光に関する施策 

20. 道路・上下水道等のインフラの整備・維持 

21. 公共交通の充実や交通対策の推進 

22. 緑化や公園の整備 

23. 中心市街地活性化に関する施策 

24. 市民相談や市政情報の提供に関する施策 

25. 財政の健全化 

26. その他（                                   ） 

 


